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の
連
携
の
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
】
医
療
は
市
町
村
の
境
界
を

越
え
て
広
域
化
し
て
い
る
。
定
住

自
立
圏
と
し
て
も
重
要
な
テ
ー
マ

で
あ
り
、
今
後
首
長
間
で
ま
す
ま

す
密
接
な
連
携
が
必
要
と
考
え
る
。

　
第
三
セ
ク
タ
ー
の
改
革
に
つ
い
て

【
問
】
副
市
長
が
7
社
の
社
長
に

就
任
し
て
い
る
が
、
改
革
プ
ラ
ン

を
実
行
し
、
成
果
を
示
す
こ
と
が

で
き
る
か
伺
う
。

【
答
】
当
面
は
現
行
体
制
を
維
持

せ
ざ
る
を
得
な
い
が
今
後
、
第
三

セ
ク
タ
ー
の
経
営
統
合
な
ど
の
改

革
を
進
め
、
経
営
の
強
化
を
図
る

中
で
、
常
勤
役
員
の
配
置
を
検
討

す
る
。

　
保
育
行
政
に
つ
い
て

【
問
】
将
来
の
保
育
行
政
の
目

指
す
べ
き
方
向
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
】
就
労
し
な
が
ら
子
育
て
を

す
る
家
庭
等
を
支
え
る
た
め
、
安

心
・
安
全
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
引

き
続
き
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
。
今
回
新
た
に
取
り
組
む
自
園

型
病
児
保
育
事
業
に
つ
い
て
は
、

利
用
状
況
を
見
な
が
ら
保
育
ニ
ー

ズ
に
的
確
に
こ
た
え
て
い
く
。

　
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て

【
問
】
老
老
介
護
や
独
居
高
齢
者
、

認
知
症
高
齢
者
な
ど
が
増
加
し
て

い
る
が
、
施
設
入
所
が
困
難
な
状

況
に
あ
っ
て
、
第
5
期
計
画
で
は

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
伺
う
。

【
答
】
利
用
者
の
意
向
や
介
護
保

険
料
に
与
え
る
影
響
な
ど
を
見
き

わ
め
な
が
ら
、
認
知
症
高
齢
者
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
整
備
目
標

を
設
定
す
る
。
ま
た
、
国
は
老
老

介
護
や
独
居
高
齢
者
な
ど
の
方
々

が
、
で
き
る
限
り
在
宅
で
の
生
活

が
継
続
で
き
る
よ
う
、
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
24
時
間
対
応
の

　
環
境
産
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

【
問
】
本
市
の
環
境
産
業
の
取
り

組
み
は
雇
用
創
出
等
に
大
き
な
効

果
が
あ
る
。
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
処
理

事
業
は
平
成
28
年
度
ま
で
の
時
限

立
法
で
あ
り
、
こ
の
事
業
が
終
了

す
る
ま
で
の
間
に
次
の
大
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
打
ち
出
す
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

【
答
】
本
市
の
環
境
産
業
拠
点
形

成
の
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、

シ
ッ
プ
リ
サ
イ
ク
ル
（
※
2
）
の

事
業
化
や
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
関

連
の
先
導
的
な
取
り
組
み
な
ど
を

進
め
る
必
要
が
あ
り
、
新
年
度
に

発
足
予
定
の
産
・
学
・
官
連
携
の

研
究
会
か
ら
意
見
を
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
国
や
道
と
も
連
携
し
、

様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

　
学
力
向
上
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

【
問
】
本
市
が
独
自
に
行
っ
て
い

る
標
準
学
力
調
査
の
必
要
性
と
、

新
年
度
に
配
置
予
定
の
学
習
支
援

員
を
将
来
的
に
さ
ら
に
増
員
す
る

考
え
、
ま
た
、
家
庭
で
の
学
習
習

慣
の
確
立
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

【
答
】
標
準
学
力
調
査
は
個
々
の

児
童
生
徒
の
学
習
内
容
の
到
達
度

が
的
確
に
把
握
で
き
、
速
や
か
に

学
習
指
導
に
活
用
で
き
る
。
学
習

支
援
員
に
つ
い
て
は
小
学
校
2
校

を
研
究
奨
励
校
に
指
定
し
、
当
面

1
年
間
の
検
証
を
行
い
、
増
員
に

つ
い
て
は
そ
の
後
検
討
し
て
い
く
。

本
市
の
小
学
生
は
全
国
に
比
較
し

て
家
庭
学
習
の
時
間
が
極
め
て
少

な
い
。
今
後
、
保
護
者
向
け
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
を
作
成
す
る
な

ど
、
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　
医
師
の
確
保
に
つ
い
て

【
問
】
医
師
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

西
胆
振
全
体
の
問
題
と
し
て
取
り

組
む
べ
き
。
西
胆
振
の
首
長
間
で

地
域
巡
回
型
訪
問
サ
ー
ビ
ス
の
創

設
を
検
討
し
て
お
り
、
本
市
に
お

い
て
も
利
用
者
ニ
ー
ズ
や
事
業
者

の
意
向
を
把
握
し
な
が
ら
、
居
宅

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
。

　
観
光
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

【
問
】
市
長
を
退
任
し
て
も
、
観

光
大
使
の
役
割
を
担
っ
て
観
光
資

源
を
Ｐ
Ｒ
す
る
考
え
を
伺
う
。

【
答
】
今
後
も
一
市
民
と
し
て
本

市
を
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
Ｐ
Ｒ
し
て

行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　【
用
語
解
説
】

※
1　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
…
ポ
リ
塩
化
ビ

フ
ェ
ニ
ル
。
燃
え
に
く
い
、
電

気
を
通
し
に
く
い
な
ど
の
性
質

が
あ
り
、
ト
ラ
ン
ス
な
ど
に
広

く
利
用
さ
れ
た
が
、
生
体
に
蓄

積
さ
れ
有
害
で
あ
る
た
め
、生
産・

使
用
が
中
止
さ
れ
た
。
過
去
の

生
産
物
は
無
害
化
処
理
を
す
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

※
２　

シ
ッ
プ
リ
サ
イ
ク
ル
…

廃
船
を
解
体
し
、
鉄
資
源
と
し

て
再
利
用
す
る
事
業
。
室
蘭
市

で
は
産
・
学
・
官
・
民
連
携
に

よ
る
研
究
会
が
中
心
と
な
り
、

環
境
や
安
全
に
配
慮
し
た
実
証

事
業
が
昨
年
行
わ
れ
た
。

公
明
党
室
蘭
市
議
会

細ほ
そ

川か
わ　

昭あ
き

広ひ
ろ

環境産業拠点形成のプロジェクトとして
考えられているシップリサイクル

市民ニーズにこたえた保育行政を

民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ

水み
ず

江え　
一か

ず

弘ひ
ろ
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の
高
い
資
料
な
ど
、
保
存
す
べ
き

資
料
を
確
定
し
、
場
所
や
展
示
方

法
を
検
討
し
て
い
く
。

　
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

【
問
】
本
市
の
総
合
計
画
は
策
定

期
間
が
10
年
で
あ
り
、
人
口
減
少
、

社
会
情
勢
が
刻
々
と
変
化
す
る
中

に
あ
っ
て
、
10
年
と
い
う
総
合
計

画
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
。
揺

ら
ぎ
の
な
い
大
き
な
方
針
の
上
で

変
わ
れ
る
幅
を
持
っ
た
計
画
と
い

う
考
え
も
必
要
で
は
。

【
答
】
新
た
な
政
策
判
断
や
社
会

経
済
情
勢
等
の
変
化
に
合
わ
せ
、

基
本
構
想
の
変
更
を
行
う
場
合
は
、

再
度
議
決
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り

対
応
は
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
総

合
計
画
の
推
進
を
図
る
た
め
の
個

別
計
画
に
つ
い
て
は
、
改
定
時
期

に
合
わ
せ
内
容
を
変
更
す
る
と
と

も
に
、
基
本
計
画
策
定
後
に
お
い

て
、
新
た
な
計
画
の
策
定
が
行
わ

れ
た
場
合
は
追
加
す
る
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
一
定
程
度
、
諸
事

情
の
変
化
に
合
わ
せ
た
対
応
が
可

能
と
考
え
て
い
る
。

質
疑
・一般
質
問
議
員
8
人
の
質
疑
・
一
般
質
問

及
び
答
弁
か
ら
14
項
目
を
取
り

上
げ
、
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

　
地
域
医
療
全
体
最
適
化
の
考
え

【
問
】
公
立
・
民
間
病
院
を
問
わ
ず
、

全
体
最
適
と
い
う
考
え
で
地
域
の

医
療
政
策
・
連
携
を
進
め
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
が
見
解
は
。

【
答
】
市
内
基
幹
病
院
に
お
い
て

特
定
の
診
療
科
が
統
合
さ
れ
る
中
、

室
蘭
市
医
師
会
で
も
重
要
視
す
る

小
児
救
急
医
療
等
の
基
幹
病
院
間

連
携
の
早
期
実
現
な
ど
、
今
後
も

医
療
機
関
の
密
な
る
連
携
が
必
要
。

　
み
な
と
診
療
所
の
今
後
の
運
営

【
問
】
整
形
外
科
等
の
高
齢
者
の

一
次
医
療
へ
の
ニ
ー
ズ
や
施
設
・

設
備
の
効
率
的
利
用
の
観
点
か
ら

も
診
療
科
目
増
強
や
健
診
業
務
の

充
実
が
必
要
と
考
え
る
が
見
解
は
。

【
答
】
高
齢
者
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
の
受
診
の
ニ
ー
ズ
は
高
い
と
認

識
し
て
お
り
、
健
診
の
要
望
も
多

く
、
診
療
範
囲
や
健
診
業
務
の
拡

大
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

【
問
】
保
険
料
が
高
す
ぎ
る
。
一

般
会
計
か
ら
の
独
自
支
援
に
よ
り
、

保
険
料
を
下
げ
る
等
負
担
軽
減
を

し
て
い
る
市
も
あ
る
。
高
齢
者
に

優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
掲
げ
る
市

長
こ
そ
実
施
す
べ
き
。

【
答
】
国
保
料
の
負
担
が
「
協
会

け
ん
ぽ
」
な
ど
他
の
保
険
に
比
べ

高
い
と
は
承
知
し
て
い
る
。
国
に

対
し
て
補
助
の
増
加
な
ど
の
抜
本

対
策
を
強
く
求
め
て
い
く
。

　
平
和
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

【
問
】
市
長
は
平
和
都
市
を
宣
言

し
た
が
、
空
母
キ
テ
ィ
ホ
ー
ク
や

自
衛
艦
の
イ
ラ
ク
派
遣
の
室
蘭
港

使
用
を
阻
止
で
き
な
か
っ
た
。
今

後
は
原
子
力
空
母
寄
港
の
可
能
性

も
あ
る
が
、
市
民
の
平
和
を
願
う

声
に
ど
う
こ
た
え
る
の
か
。

【
答
】
キ
テ
ィ
ホ
ー
ク
は
核
搭
載

が
な
い
こ
と
等
を
確
認
し
入
港
を

認
め
た
経
緯
が
あ
る
。
今
後
も
被

爆
国
の
国
民
と
し
て
平
和
に
対
す

る
強
い
意
志
を
持
っ
て
努
力
し
て

い
か
な
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　
夜
景
観
光
に
つ
い
て

【
問
】
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
移
行

後
の
各
放
送
局
の
動
向
と
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
の
存
続
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
】
再
利
用
検
討
中
の
2
局
の

動
向
を
速
や
か
に
把
握
し
、
現
在

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
な
い
鉄

塔
2
基
の
可
能
性
も
含
め
た
継
続

の
方
法
を
室
蘭
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
と

相
談
し
て
い
き
た
い
。

　
学
校
統
合
に
つ
い
て

【
問
】
武
揚
小
学
校
で
の
言
語
指

導
教
室
や
適
応
指
導
教
室
の
今
後

は
。
ま
た
、
中
央
・
港
南
地
区
４

小
学
校
の
統
合
後
、
閉
校
さ
れ
る

校
舎
を
活
用
し
、「
仮
・
学
校
歴

史
博
物
館
」
と
す
る
考
え
は
。

【
答
】
通
級
児
童
生
徒
の
推
移
か

ら
新
設
校
へ
設
置
を
検
討
す
る
。

4
校
の
歴
史
資
料
の
調
査
分
析
を

行
い
、
学
校
の
歴
史
や
文
化
価
値

市
政
・
創
造
21

沼ぬ
ま

田た　
俊と

し

治は
る

みなと診療所の業務の充実が期待される

室蘭のシンボルであるライトアップの存続は

日
本
共
産
党

市
政
・
創
造
21

公
明
党
室
蘭
市
議
会

田た

村む
ら　

農の

夫ぶ

成な
り

立た
つ

野の　
了り

ょ
う

子こ

砂す
な

田だ　
尚な

お

子こ
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る
相
談
窓
口
の
設
置
も
検
討
す
る
。

【
問
】
洗
口
の
実
施
時
期
、
回
数

及
び
方
法
は
。
ま
た
、
希
望
し
な

い
児
童
生
徒
へ
の
対
応
は
。

【
答
】
2
学
期
か
ら
実
施
予
定
。

週
1
回
、
30
秒
か
ら
1
分
間
程
度

の
ブ
ク
ブ
ク
う
が
い
を
行
う
。
希

望
し
な
い
児
童
生
徒
の
対
応
は
、

集
団
的
行
動
に
配
慮
し
た
方
法
を

検
討
中
。

【
問
】
今
回
の
北
教
組
事
件
を
口

実
に
、
監
督
権
限
を
有
す
る
市
教

委
を
飛
び
越
え
て
道
教
委
の
情
報

提
供
制
度
が
設
け
ら
れ
た
。
市
教

委
の
主
体
性
を
強
く
望
む
が
見
解

は
。

【
答
】
こ
れ
ま
で
本
市
の
状
況
や

　
中
小
企
業
等
振
興
条
例
に
つ
い
て

【
問
】「
中
小
企
業
等
振
興
条
例
」

は
、各
産
業
分
野
に
お
い
て
、ハ
ー

ド
事
業
中
心
か
ら
ソ
フ
ト
事
業
を

含
ん
だ
支
援
へ
転
換
す
る
た
め
に
、

本
条
例
を
見
直
す
時
期
に
き
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

【
答
】
現
行
条
例
は
、
商
店
街
の

環
境
整
備
を
中
心
と
し
て
き
た
が
、

時
代
の
要
求
へ
対
応
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
商
業
者
が
行
う
「
賑

わ
い
創
出
事
業
」
な
ど
の
ソ
フ
ト

事
業
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。

【
問
】
特
別
支
援
教
育
の
う
ち
「
小

1
プ
ロ
ブ
レ
ム
」
へ
の
対
応
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

【
答
】
幼
稚
園
や
保
育
所
の
園
児

な
ど
に
課
題
が
あ
る
場
合
は
、
入

学
予
定
の
小
学
校
へ
積
極
的
な
情

報
提
供
を
行
い
、
円
滑
な
受
け
入

れ
体
制
を
と
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

新
入
学
時
健
康
診
断
の
際
に
、
23

年
度
増
員
す
る
就
学
相
談
員
に
よ

者
派
遣
法
の
抵
触
に
つ
い
て
は
、

事
前
に
北
海
道
労
働
局
へ
確
認
し

て
い
き
た
い
。
民
間
委
託
の
メ

リ
ッ
ト
は
単
年
度
で
約
1
千
万
円

の
経
費
削
減
が
で
き
る
点
と
考
え

て
い
る
。

　
学
級
編
制
の
標
準
見
直
し
は

【
問
】
本
年
4
月
1
日
か
ら
35
人

学
級
の
推
進
が
実
施
さ
れ
る
が
、

本
市
の
小
学
1
年
生
の
学
級
編
制

数
と
教
職
員
数
は
ど
の
よ
う
に
な

る
か
。
ま
た
、
改
正
標
準
法
案
の

附
則
で
は
、
小
学
2
年
生
か
ら
中

学
3
年
生
の
学
級
編
制
基
準
を
順

次
改
正
す
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
内

実
態
に
即
し
て
市
民
の
声
や
教
育

現
場
の
課
題
を
申
し
入
れ
て
き
た
。

今
後
も
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の

た
め
に
法
令
遵
守
と
市
民
の
信
頼

に
こ
た
え
る
教
育
行
政
に
努
め
る
。

　
公
共
事
業
の
定
義
と
役
割
に
つ
い
て

【
問
】
公
共
事
業
は
市
民
の
税
金

を
投
入
す
る
た
め
、
市
民
や
地
域

が
幸
せ
に
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
考
え
る
。
公
共
事
業
の

定
義
と
役
割
を
示
し
て
ほ
し
い
。

【
答
】
道
路
、
港
湾
、
公
園
、
上

下
水
道
な
ど
の
、
市
場
経
済
の
み

で
は
供
給
が
難
し
い
公
共
施
設
の

整
備
事
業
の
こ
と
で
あ
り
、
役
割

と
し
て
は
利
便
性
の
向
上
、
安
全

確
保
、
地
域
形
成
、
経
済
波
及
効

果
な
ど
を
期
待
し
て
行
わ
れ
る
も

の
で
あ
る
。

　
学
校
給
食
に
つ
い
て

【
問
】
調
理
部
門
の
み
を
民
間
委

託
す
る
こ
と
は
、
各
地
で
偽
装
請

負
や
労
働
者
派
遣
法
に
抵
触
す
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
民
間

委
託
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

【
答
】
偽
装
請
負
の
疑
い
や
労
働

容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

【
答
】
小
学
1
年
生
が
35
人
学
級

と
な
る
場
合
は
、
本
市
全
体
で

3
学
級
増
と
な
り
、
小
学
校
全
体

で
160
学
級
、
教
職
員
は
3
学
級
分

の
3
名
増
員
と
な
る
。
昨
年
8
月

の
国
の
定
数
改
善
計
画
案
に
よ
る

と
、
平
成
23
年
度
か
ら
27
年
度
で

小
学
校
全
学
年
を
35
人
学
級
に
、

平
成
26
年
度
か
ら
28
年
度
で
中
学

校
全
学
年
を
35
人
学
級
に
。
さ
ら

に
、
平
成
29
年
度
と
30
年
度
の

2
カ
年
で
小
学
1
、
2
年
生
を
30

人
学
級
に
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
計
画
案
が
改
正
標
準
法
案
の

基
本
に
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

新

政

会

民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ

民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ

新

政

会

金か
な

濱は
ま　
元げ

ん

一い
ち

花は
な

釜が
ま　

康や
す

之ゆ
き

佐さ

藤と
う　

　
潤じ

ゅ
ん

桜さ
く
ら

場ば　
政ま

さ

美み 学校給食センター調理室

　
小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
（
※
１
）

 

に
つ
い
て

　
市
教
委
の
主
体
性
あ
る

 

教
育
行
政
の
推
進
に
つ
い
て

　【
用
語
解
説
】

※
１　

小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
…
小

学
校
に
入
学
し
た
ば
か
り
の
１

年
生
に
集
団
行
動
が
と
れ
な
い
、

授
業
中
に
座
っ
て
い
ら
れ
な
い
、

話
を
聞
か
な
い
な
ど
の
状
態
が

数
カ
月
継
続
す
る
状
態
。

※
２　

フ
ッ
化
物
洗
口
…
フ
ッ

化
物
水
溶
液
で
ブ
ク
ブ
ク
う
が

い
を
行
い
、
歯
の
エ
ナ
メ
ル
質

表
面
に
フ
ッ
化
物
を
作
用
さ
せ
、

虫
歯
を
予
防
す
る
方
法
。

　
フ
ッ
化
物
洗
口
（
※
２
）
の

 

実
施
に
つ
い
て
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平成２３年第１回臨時会議決結果

議決結果

原案可決

件　　　　　名

平成22年度室蘭市一般会計補正予算（第 6号）

番　号

議案第１号

平成２３年第１回定例会議決結果

議決結果

原案可決

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

同　意

〃

原案可決

〃

件　　　　　名

平成23年度室蘭市一般会計予算

平成23年度室蘭市国民健康保険特別会計予算

平成23年度室蘭市介護保険特別会計予算

平成23年度室蘭市後期高齢者医療特別会計予算

平成23年度室蘭市水道事業会計予算

平成23年度室蘭市工業用水道事業会計予算

平成23年度室蘭市病院事業会計予算

平成23年度室蘭市公設地方卸売市場事業会計予算

平成23年度室蘭市港湾整備事業会計予算

平成23年度室蘭市下水道事業会計予算

室蘭市職員の給与に関する条例中一部改正の件

室蘭市職員の育児休業等に関する条例中一部改正の件

室蘭市立小中学校設置条例中一部改正の件

室蘭市スポーツ振興審議会条例中一部改正の件

室蘭市老人保健特別会計条例廃止の件

室蘭市地域雇用創出等推進基金条例廃止の件

室蘭市公設地方卸売市場業務条例中一部改正の件

公有水面埋立てに関する件（築地町地先）

平成22年度室蘭市一般会計補正予算（第 7号）

平成22年度室蘭市国民健康保険特別会計補正予算
（第 2号）
平成22年度室蘭市病院事業会計補正予算
（第 2号）
平成22年度室蘭市港湾整備事業会計補正予算
（第 3号）
監査委員（識見を有する者）の選任について同意を
求める件

固定資産評価員の選任について同意を求める件

平成22年度室蘭市一般会計補正予算（第 8号）

「子ども・子育て新システム」に関する意見書

番　号

議案第 1号

議案第 2号

議案第 3号

議案第 4号

議案第 5号

議案第 6号

議案第 7号

議案第 8号

議案第 9号

議案第10号

議案第11号

議案第12号

議案第13号

議案第14号

議案第15号

議案第16号

議案第17号

議案第18号

議案第19号

議案第20号

議案第21号

議案第22号

議案第23号

議案第24号

議案第25号

意 見 書 案
第 １ 号

編 集 後 記
第 1回定例会では新宮市長と同じく、今期で勇退
する同僚議員の最後の質疑が繰り広げられました。
私たち広報特別委員も、現委員での編集は今号が最
後になりました。「市議会だより」を通して市民のみ
なさまに議会活動を少しでも身近に感じていただき、
理解を得られるよう努力をしてまいりましたが、いか
がでしたか？
今後は新たに選ばれた22名の議員による議会活動が
始まりますが、よりわかりやすく、親しみやすい広報
活動がなされるよう、引き継ぎたいと思います。ご期
待ください。 （柏木）

今回の平成23年第 1回定例会において、東日本
大震災への災害見舞金を含む平成22年度補正予算
が計上され、平成23年度予算とともに可決されま
した。
本来、財政民主主義（国家が財政活動［支出や

課税］を行う際は、国民の代表で構成される国会
での議決が必要であるという考え方）の立場から
いえば、超過支出禁止の原則に基づいて、予算計
上額以上の支出はできないことになっています。
しかし実際は、予見しがたい事態への対応として、
予備費の計上が認められており、さらに予備費で
も対応できないような事態が生じる場合には、追
加予算を編成することが許されています。
このような年度途中における予算の追加と、追

加以外の予算の修正のことを補正予算と言います。
国においては、世界的金融危機による国内不況

克服のため、景気経済対策を中心に平成19年度１
回、平成20年度 2 回、平成21年度 2 回、平成 22
年度 1 回の補正予算が執行されました（平成 23
年 3月25日現在）。本市においても、国の補正予
算に連動するように毎年のように財政措置がなさ
れ、補正予算が執行されています。
現在の日本では予見しがたい事態というよりも、

経済情勢の変化に対応するために、補正予算を編
成することが常態化しているようです。しかし、
国の財源はほとんどが赤字国債や建設国債と呼ば
れる国債発行に頼る部分が大きく、私たち一人ひ
とりの国民負担が増える可能性もあります。
室蘭市議会としても、しっかりと責任を持って

予算執行を監視し、改めるべきは修正を求めてい
かなければなりません。

平成２３年第２回室蘭市議会定例会　会期（予定）
６月６日（月）～６月２８日（火）
※会期の決定及び日程の詳細につきましては、６月２日（木）開催予定の議
　会運営委員会終了後、市議会ホームページ〔議会日程〕に掲載いたします。

市議会ホームページをぜひごらんください！

※市議会中継は市議会開会中のみライブで、その
他の期間は録画放送でごらんいただけます。

室蘭市役所ホームページ⇒「市議会のホームページ」「議会中継」

会期：平成２３年２月１５日（火）
 （1日間）

会期：平成２３年２月２８日（月）～
　　　　 ３月２３日（水）（２４日間）

≪補正予算について≫


